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　桑藁の細胞液囲折率とこれに関逓した生理的性状が，　　　．iE細胞液濃度等を藥1立別に測楚した。細胞液屑折率の測

桑藥の総含的な物質充爽度ひいでは索葉々質判定．1二にい　　　簸にはAHB面氏鳳折計を用い，その値からSC｝16NRocK

かなる意義を有するかを知るために著者等は実験を璽　　　氏の表により全可漕性物質の濃慶を簾糖濃度にて褒わし

ね，箔生葉位による変化（田口・園原1951），生侵に伴　　　た。糸fL織含水融の測磁は常法によつて行い，対乾量法及

う変化（田口。瞳1原1954），葉1丙における測定意義（田　　　ぴ対粉宋容積法によつて袈示した。修紙細胞液膿慶の算

口・手塚・園原1954），炭秋蚤用桑における惣1三葉位別　　　幽は薗報（田口・園原1951）に準ずる。

変化の品種闇比較（田口・園原1955）等について報皆し

た。これらの成績を通覧すると，桑藥細胞液の屈折率の　　　　　　　　　　翼験結果及び渚察

測定は桑葉々質判定上有効に利用でき，しかも測定法が　　　1．細胞液屈折灘（Pt　1図）

比較的簡単であつて，実用的な利用価値があることがわ　　　　細胞液屈折率は対ll買区・日覆区とも生畏中の若葉（上

かつたoそこで今回は桑葉々質に明らかな影響を与える　　　位葉）に低く，成熟葉（中位葉）に高く，老退期の葉

とされている日照不足が，細胞液屈折率にどのような影

響を及ぼすか欄べ，これの測定螺質判魁における　耀M。　　専　　↓　　。
利用効果を追証するため膿験をfi°”一・　　簿1・・　　　、　・　tt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫訟o　－”鴨　　鴨腸輌僧剛卿一一一一・h－一一・一陶一一一F…両一・一一葡一・“　一馳10D

　　　　　　　　実験材料及び方法　　　　　　　　　　悪11’°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でユ　　o
実験桝1としては酬蝉繊糸畔部姻の灘19鯛　肇・・　　　　　CA

案継辛綴糠鍬灘聾皆鷺総織警　％農1、＿。一・擁幅、、、
日で・測卸の・週附｝…株ずつ選び，一方を繍区．6’°・

ﾚτ稗1戸1P響智響稗桝位
とし，一方には6尺の高さと四方に莚をもつて日覆を行　　　　　369121518m24273uお3639　q’245

い日覆区とした。両区ともZF前10時に実験材料を採取　　　　Pt　1図　細胞液屈折率に及ぼす日照不足の影響

し，中麿の枝条20条について先端の第1葉から3葉ずつ　　　　　　　　　　　　　　　　（改良猷返・一春切）

を一まとめにして鰍し，細包液屈榊・組雛糧修　　　1）A：対照区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）B：目覆鼠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　C：対照区を100とした日覆臨の比数

　＊策25圓日本蚕糸学会にて講演　　　　　　　　　　　　　　　　4）　矢印は上位葉・申位葉・下位葉の境ゑ示す

＊＊催州大学繊維学綿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）下の横線は測定日前2日間に葉身長の生長

＊＊＊長野隈婆業試験場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘示した部分
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（下位葉）において低くなる傾向を示すが，両区の絶対　　　も滅少し，総体的蛇物含有：轍を低下させていそ1，ことが報

値を比較すると騰媛があり，各難樋じて礁不　告されてV・る（藤欄‘19271・！・ii・i・等1933・剛　19・IG輔

足は細胞液欄折率を著しく低下させる。対照区を工00と　　生1941・rll野等1956）、，楓折粥の測，卸1よII照不足による

した日覆区の比数は，枝条の先端部に近い幼若な葉では　　　このような葉質発実度のflk下を総台的にはつきり刀莞して

差は少なくなつている力貌眼を1まぼ鯉・した難の前　V・るものと考えられる．しか醐1聯酬撫こ，1。．：1，　H」．r

後の成熟葉においては，日！1“不足の1灘が著しく現わ　は，このような影鞄職勲職野幅騨に燃、靴力・

れ，下方に着生する老退期の葉では再び両区の腫は幾分　　　できる。

少なくなつている・従来の1耽成繍こよると・礁不足　そこで屈榊酬腱によ・・て求めた網徽灘霧・，潮

の桑葉は含繊囎しく増加し，窒靴合物も増加する　1直がどの勘蝋醤すかを，燃｛臓び噸鷹つい
が，炭水化物醐らかに減少し，一方Vi・ami・C轍　てユ1ヒ・i鯉砒（第壊），この絶対II鮫被も，、1，糠

第1衷　桑葉細胞液濃度の対照区及びrl櫃区の比較

上　　　位：　　葉 中　　　位　　　梁 下　　　位　　　癖

対照・神幽遡ll・蟹枢塑・厩r備葺1」醐μ磁ゼ12．砺
最酬最低いド均最高い乏熊睡均最高1最儀1平均

・覆区i・・87　i・・931・・251・・871・・8・i・・761・…　1・：労’1・…一一一一・・一一…一一
@．．＿＿＿＿＿＿一＿一＿＿．、．．。＿＿一噛　1．＿＿P＿

に対する日照不足の影響が最も大きいことがわかる。す

なわち申位葉の平均1直は対11甑12．86％・曜区7．76

％・その差5．10％であり，次に下位葉では矧照区12．49

％・日覆区8・01％・その蓬が4、48％であり，上位葉で

は対照区11．61％・日覆区7．25％・その藻が4．36％で　　1珪

．ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壊　3、O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：ll
2・組織含水量（第2図）　　　　　　　　　　　　　　　9J　2．5

組織含水貴は対乾購醐組糊末容積法の醐・鵜
よつて表示したが，いずれによるもほぼ桐様な結論に到　　　襲

逮するので第2図には後者によつた成績を掲げた。これ　　露1’5

によると両区とも上方の若い葉に含水鍛多く，蒲生藁位　　　　1，0

sじ　　　　　壷　　　　　　　　　　　　愚
も、

酒　、・・．．、　　　　　　（’

’　　　　＼…・㌦、

’　　　　　　　　　　　　鴨、、幅鴨隣ρの‘｛駒鯛㌦

t　、

1蓄　　＼｝〆・醐へ㌦

1

t、

影

2（瞳」

凧｝

1ゆ｛1

の低下によつて減少するが，日覆区の含水鍛は対照区の　　　　　　1亭Tl」01§夏戸IIY『’°21521S『稽蔓is7蝉413鱗鰭

これに比して各葉位とも著しく多く，特に幼着期の葉や，　　　　　369’　12i518　L’124：7’ae　3：3G二鏑a’ls

成熟期の葉にその差が判然としている。このように日照　　　　第2図　組織含フk澱に及隈す日照不臨の膨蟹

不足が桑葉の含水童を高めるということが，日覆区の紬　　　　　　　　　　　　　　　（敵良嵐返一響切）

脚鰍い…騰購下・鍬・棚の　li舗綴
一つと教られる・そこで駆の難の含水蚤の㈱｛　‘　　3）C・対照区詑・0・とし姻廊砒数
を比較すると（第2衷）・平均値では上位藥においてそ　　　　　　4）矢印は上億繋・申位葉・下肱漿の境th　ij’k－r

の差がmeも大きく対照区231．1％・rl覆区344．9％・そ・瑳　　　5）下の横融1碇購2日脚礎膿の蝦

1・3．8％で劾，これについで司・糠嵯が大きく燃　　　臨した粉

区199・2％’曜区294・°％その差94・8％一晦り・下f蝶が　3．修正細胞液灘（第3図）

鍋差が少なく対1照区193・9％’曜区254・・％・その差　・のlifi．V；Li一ヒ鮒　融・瀦硫繍謙がなか・，混

6°・2％であつた・　　・　　　　殿した嚇・職lll芝澱鰍’」噸郡1で細て，細
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胞液濃度の紐織含ノ1く鐙の変化による相対｝「1勺な濃鷹嚢化を
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第2表　桑葉含水量の対照区及び口覆区の比鮫

対乾量表示f直
　　　　（％）

対’粉末容積表i

示値（9／cmり

対照区

rl覆区

対照区

上　　位　　葉

最　高　　最　低　　平　均

265・・121…1231・1

中　　位　　　葉　　　　　　　下　　　位　　　葉

最副最低匪均最納1陰低匪均
・・5・・119…1　・99・，1・。1・9

墨三・L皇35・色12竺一32…［272・3129・・。1・69・2

・79。li・32・1・・62

180・01193・9

225，7

…21…9911・1881・・189い・……

レ5・・1

1，118

…　一．一一t－一・整．2・…L1…51・・。9gl・・82・li・57・　11・・。・i　1・’599P・…「：菰

除去したもので，この値によつて紐織中の可溶挫物lytの　　　　以上の結果登総合すると，日照不足は桑葉含水量を著

充実度を比較することができる（旧口1950参照）Qlll覆区　　　しく多くし，岡時に桑蜘IIの可溶llk物質の充実慶癒無下

においては，上述のよう1こ桑葉含水蹴の明らかな増大が　　　せしめ，「1照不足におけるかか為物質充爽1変の低下は細

起つているから，このために桑葉巾の可溶性物質の濃度　　　胞液屈折率，ひいてはこれから求めた細胞液濃慶のIIJ｝jら

が相対的に低下していることが容易に推察されるが，こ　　　かな低下によつてはつきり示され，このようなll照不足

れ以外に藥葉中の可溶性物質の絶対ll‘〔も日照不足によつ　　　の！il多響はrl嚇藻に最もはつきりしてい範ことがわかつ

て低下していることが推寮される。そこで修正細胞液濃　　　た。

度の傭をみると，乾量基準の修y三赦と容積基準の修蕉1直

のいずれによつでも，曜：イ促はこの1勲鰹せしめ，　　　　　摘　要
特に成熱葉においてこのような影響が判然としている。

鑑灘灘驚1櫛系色対轍を㌦雛聯；繍灘奮鵬撚ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液濃度・含水：量並びに峰正細胞液濃度を測箆し，対・照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　区と日覆区との比鮫を背つた。
　3，0
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　お、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2・纂葉細胞液屈折率ないしこれから求めた細胞液濃度

　　　s、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は口照不足によつて明らかに低下し，しかもこの無下

lA＼ゾヤ《へ、　難懲灘鞍熱購1
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が｝この影響は上位葉及び中位：葉に大きい。このよう

／・＼，＿．－s，へc　　　姶水幽曽加は細脚蜥率・、鱒、紛に関係。

lll，P　IE　1ドiP『22P　2ii『1智1『7叩41雛職　　　4，組織台水Lii？slの増減による細胞液1農疲の相封的変．rヒを
：t　　G　　　g　　12　　15　　18　　21　　3i　27　　30　　33　　36　　39　　42　　，15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除trt・一した修正細胞液濃慶は，や｝まり日照不足によつて

第3図　修正細胞液濃度に及ぼす日照不足の影蝉　　　　　　明らかな低下を示し・しかもこのftk“Fは中位の葉1、｝：に

　　　　　　　　　　　　（改蝋返一醐）　　はつきりしている。従つて曜不足嚇kl織含，爆の増

1）A：対照区龍騨　　　　　　 加による細轍灘酬1な揃肝を起させるととも
2）B；畷区轍騨　　　　　　に珂灘｛、纐の欄灘をも邸させており，　L、f」、
3）c：鰻区轍騨　　　　　　も。のような肝1、㈱、難著しいtrと勘かる。
ll購欝鷲葉．糠。蜥す　・灘にお噺・脚・脚・1幽；隷の総・・勺

6）下噸線は醗晴2嗣｝・糊長の銀　　物蹴惣鋼ら【17進に覇けることができ・【・ll！ζ醍に
　　を示した部分　　　　　　　　　　　　　　　よる葉質低下の様相を葉f再セ：職こ比較するの1こも好都舎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な一力法であると認められる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　testing　the　usefunness　of　the　refractornetr葦c　de一

　　　　　　　　　　　　　　　　　引用丈献　　　　　terrnin’ation　of　cell　sap　as　the　method。f　th＆

　　　（1）藤井音松・斉．藤菊雄・石川金太郎・寄田坐一一郎：熊　　　judging　the　leaf　quality．

　　　　　　　　本蚕報，　2（8），　179（1927）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shading◎f　the　trees　decreases　greatly　the　cell

　　　〔2〕　古村清爾・木脇寅熊・岩田武志：日i蚕雑，2，49　　　　sap　conceutration　and　increases　water　content　of

　　　　　　　　．（曇931）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Ieaves．　These　resttlts　reveal　that　contents　of

ll騨　…繍陳之・日蚕雑，1・・257（194・）　　　・・1・ble　s・b…nce…t・e・・had・d　leav・・…d・cr・・

?D㈲　蒲生俊興：日蚕雑，12，65（1941）。　　　　　　　　　ased　relatively　by　the　increase　lef　tka　wat¢r

　　　（5）．田口亮平：松山農火報，4，1（1950）　　　　　　　　con　tent．　The　＄hading　also　decreases　the“corrected

ll璽議轡；，讐）1，1，llg5’）　；lll欝灘llll，膿瓢灘1黙1：ll

　　　（8）　　　　　・乎塚日禰三三・園原女子奨：日璽甕≒馬28，279（1954）　　　　also　the　absolute　contents　of　soluble　substances

　　　（9）｛’園原嬉奨；僑大繊轍．，（5），1（1955）　　　　　　in　the　shaded　Ieaves．　These　effects　of＄hading

　　　（10）　イ巾野良．男・4つ擁木克．｝1月：塗畠、嚇蚕幸艮，　（17），　9（1956）　　　　　　　are．　far　駕reater　in　the　adul鳶　lea＞es　than　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　young　or　oldユeave＄。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thus　the　degenerati◎n　of　leaf　quality　inducecl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S”mma’y　　　　　b，、h、di。区i，。，。。mp、。i，d　with　th，　i。、，，、、，。f

　　　　　It　has　been　reported　previously　by　several　au．　　　wa．ter　content　and　decrease　of　solub1¢substances

　　　thors　that　the　deficiency　of　sun－shine　makes　the　　　　contents，　and　the　degree．of　the　Clegeneration　can

　　　leaf　quality　w◎rse　and　decr6ase．gre琴tly　the　feeding　　　be　judged　in　some　extent　by　the　refractometric．

　　　v・lue・f　mulberry】eav・s　f・・silk－w。・血s．　Th・　d・し・rmi・ati。n。f　the　ce11　s・p・。nc。。t，。t三。n．

　　　authors　made　in．this　experiTnent　the．comparison

　　　°fthe　ce玉1・ap・…e・t・ati・曲y　th・・ef・act。m・t・ic　　（LabQ・at・・y・f　Mulbe・ry　T・ee　G，。wing　and

　　　method　between　theユeaves　of　the　normal　trees　　　　Plant　Physiology，　Faculty　of　Texti［e　and

　　　and　th。・e。f　th・・h・d・d　tree・・f・・th・p・・p。se。f　S・・圭・uttu・e，　Shin・h・U・i・，，　U・Cl・，　J。p、n．）


